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※集計方法については左記をご参照
　願います。
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マテリアルバランス

空容器回収・リサイクル量

ダンボール回収・リサイクル量

缶・PETボトルのリサイクル

・製品をつくる水
・原材料
・製造工程や製品の配送
・営業活動
・事業所、オフィス、
物流倉庫、自動販売機が
使用するエネルギー

INPUT

回収・
リサイクル

OUTPUT

廃棄物

水

CO2

NOx

SOx

※CO2 二酸化炭素、
　NOX 窒素酸化物、SOX 硫黄酸化物

※ゼロ・エミッション達成中

燃焼設備
車両

総エネルギー使用量
（熱量換算）

CO2排出量

NOX排出量

水使用量

GJ
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t
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1,419,839
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1,254,321

2015年
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2016年 2017年

環境保全効果

項　目 単位 対前年
増減率

-2.9%

-2.9%
-4.1%
-1.0%
-2.2%

リサイクルにより得られた有価物の売却額
（自動販売機、缶、PET、プラスチック、古紙等） 43,512 25,715 30,389

2015年 2016年 2017年

環境保全対策に伴う経済効果

内　容
（単位：千円）
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札幌工場リサイクル量  ６,３７３t

空容器回収量の推移水使用量の推移使用電力量の推移

CO2排出量の推移

・SOx排出量は、燃料の組成より理論値を用いて算出しています。
・管理・営業の項目には、物流倉庫の数値を含めています。
・車両の項目には、敷地内で使用するフォークリフト及び当社製品等を
搬している外部委託車両の燃料使用量を含めています。
・製造（井水）は製造量と連動しています。

〈集計方法について〉
・CO2は電力・燃料より、NOx・SOxは燃料より算出しています。（SOxは排出量が微量であるため、
環境保全効果の表中には記載していません。）
・燃料由来のCO2排出量は、「地球温暖化対策推進法施行令」に基づく換算係数より算出しています。
・電力由来のCO2排出量は、電気事業連合会CO2排出原単位より算出しています。
・NOx排出量は、環境省「環境活動評価プログラム」の排出係数より算出しています。

（単位：千kWh）
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製造（井水） 管理・営業（上水） 管理・営業（井水）BA C
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アルミ缶 スチール缶 PETボトルBA C
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製造 管理・営業 車両 自動販売機B DA C

エネルギー使用量(熱量換算)の推移
（単位：GJ）
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製造 管理・営業 車両 自動販売機B DA C
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環境保全コスト

 151,013 
 74,536 
 49,326 
 245 
 0 

 26,906 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 
 0 

 151,013 

（1）公害防止コスト
（2）地球環境保全コスト

（3）資源循環コスト

2.上・下流コスト

1.事業エリア内コスト

3.管理活動コスト

計

計

計

計

合計

投資額 費用額 投資額 費用額

（単位：千円）

※2017年度から「天然ガス車・ハイブリッド車のリース費用」に変更しました。

項　目 主な取り組みの内容
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 131,373 
 27,780 
 15,870 
 10,905 
 26,233 
 47,925 
 2,660 
 88,496 
 24,336 
 32,971 
 31,189 
 31,497 
 21,372 
 10,125 
 13,463 
 12,943 
 520 

 264,829 

工場排水処理 他
工場節水設備・省エネルギー設備 他
自動販売機のフロン回収・破壊
天然ガス車・ハイブリッド車のリース費用※
各事業所の廃棄物の処理・リサイクル
自動販売機の処理・リサイクル

空容器の回収・リサイクル
空容器回収ボックス・空容器回収用ポリ袋
再商品化委託費 他

環境負荷の測定
ＥＭＳ構築・運用、環境コミュニケーション

業界団体活動、環境支援活動 他
本社構内緑化保守

4.社会活動コスト

2016年 2017年
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照
明
の
採
用
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ど
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行
い
環
境
負
荷

低
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、「
ピ
ー
ク
シ

フ
ト
自
販
機
」な
ど
の
省
エ
ネ
型
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機
の
投
入

に
よ
り
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
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の
削
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め
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物
流
部
門
で
は
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流
拠
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び
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向
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イ
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２
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今
後
も
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の
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減
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境
負
荷
低
減
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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０
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光
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取
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対
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さ
れ
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正
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取
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み
を
継
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し
て
い
ま
す
。
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収
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れ
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源
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ウ
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の
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産
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る
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境
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荷
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に
取
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ん

で
い
ま
す
。
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ン
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環
境
保
全
コ
ス
ト

環境保全活動の効果「環境会計」を見える化

環境会計について
「環境会計」とは、企業が環境保全に投じた

コストとその活動により得られた効果を

把握するための会計手法です。

より効率的かつ効果的な推進を目指しています。

環
境
効
果

環境会計について CSR Report 2018北の大地とともに


